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I はじめに

オホーツク海沿岸地域は北海道胴体部の北東部

を占めていて，地形的には河流に沿うて山ふとこ

ろまで深く発達した侵蝕小起伏面とその上に孤立

する山塊によって特徴づけられる北見山地， およ

び第四紀（後期更新世と完新世）の火山活動を伴

う千島方向の山地によ って抱かれた地域である．

また，気候的にはわが国における最寡雨地域であ

るとともに，現在および過去における寒冷気候の

影響を受けている地域である．従って本地域はわ

が国における洪水の地域性を考察するにあたり，

自ら特色ある地域を形成している．かかる自然的

特性は山地や平野における洪水，およびそれらと

密接に関連する土砂礫の生産や運搬，および土砂

礫を受ける平野の地形などの諸相にも大きな影響

を与えている．本稿ではかかる見地より，オホー

ック海沿岸地域を対象にして流域に発現する洪水

について考察を試みるが，洪水に伴う土砂礫の流

出と平野の形成については紙数の都合から次の機

会に譲る．なお，拙稿は1984年東北地理学会秋季

1.各年最大流量

2.各年最高水位

3.年流出率

4.台風に伴う洪水

5.融雪に伴う洪水

6.河口閉塞に伴う洪水

IV結論

市瀬由自

学術大会（秋田大学）における発表に加筆したも

のである．

II 洪水の誘因となる降水

1.全年降水量

オホーツク海沿岸地域はわが国において降水量

の最も少ない地域である． この地域の全年降水量

(1940-1950年）は次の通りである．すなわち，網

走839.Omm,滝ノ上773.1mm, 渚滑680.8mm,白滝

761. 6mm,生田原553.4mm, 遠軽698.3mm, 下湧別

632.4mm,北見668.1mm,津別706.8mmである．各地

域における全年降水量は553.4-839. 0mmであって，

生田原が最寡雨地域となっている．生田原の全年

降水量はわが国全体の年降水量の平均値であると

推定される1,750-l,850mm （福井他： 1985)の約

3分の 1に相当している．この降水量分布は

1920-1950年の30年平均に基づいて作成された北

海道の全年降水量分布図（気象協会： 1967) に示

された値とも近似している．
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第1表 45年間各最大日雨量月別発生表（中湧別）

＼ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 ， 月 10 月 計

総 数 1 3 2 10 12 16 1 45 

100mm以上

゜゜゜゜
1 

゜゜
1 

90- 100 

゜゜゜゜゜
1 

゜
1 

80- 90 

゜゜゜
1 

゜
1 

゜
2 

70- 80 

゜゜゜
1 

゜
3 

゜
4 

60- 70 

゜
1 

゜゜
4 1 

゜
6 

40- 60 

゜
1 1 5 5 5 1 18 

40mm以下 1 1 1 3 2 5 

゜
13 

最大 値 145.0mm (1922年8月25日）

第2表 45年間各最大日雨量月別発生表（遠軽）

＼ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 ， 月 10 月 計

総 ．数

゜
1 2 8 13 20 1 45 

100mm以上

゜゜゜゜
1 

゜゜
1 

90- 100 

゜゜゜゜゜
1 

゜
1 

80- 90 

゜゜゜゜゜
2 

゜
2 

70- 80 

゜
1 

゜゜
1 1 

゜
3 

60- 70 

゜゜゜゜
3 3 

゜
6 

40- 60 

゜゜゜
5 3 7 1 16 

40mm以下

゜゜
2 3 5 6 

゜
16 

最大値 140 0mm (1922年8月25日）

2. 月別平年降水量

月別平年降水量をみると，滝ノ上，白滝，渚滑，

遠軽，北見，常呂，津別では最多雨月がいずれも

9月であるが，網走と生田原では 8月となってい

る． 各地域における最多雨月の降水量は，滝ノ上

112.4mm, 渚滑112.7mm, 白滝124.lmrn,遠軽104.6

mm,北見115.3mm,常呂157.7mm,津別101.2mm,網

走105.0mmである．また，最寡雨月は白滝，北見，

津別，網走では 2月であるが，滝ノ上， 渚滑では

3月に，遠軽，常呂，生田原では 4月にそれぞれ

現われている．最寡雨月の降水量は白滝18.4mm, 

北見37.6mm,津別34.7mm,滝ノ上34.5mm,渚滑22.5

mm,遠軽33.7mm,常呂32.8mm,生田原18.3mm,網

走37.0mmである．

各地域における 6月から10月の降水量の全年降

水量に占める割合は，網走53%，滝ノ上55%，渚

滑60%，白滝60%，生田原54%，遠軽55%，北見

59%，常呂59%，津別57％である．

3.各年最大日雨量

湧別川下流域における中湧別観測所の資料

(1922-1966年）によ って各年最大日雨量をみると

次の通りである （第1表）．45年間における各年最

大日雨量の月別の出現回数は， 4月1回， 5月3

回， 6月2回， 7月10回， 8月12回， 9月16回，

10月1回であって，7月から 9月が38回となり，

全年の84％を占めている．各年の最大日雨量をみ

ると，第 1位145.0mm (1922年 8月25日），第 2位

95. 0mm (1932年9月7日），第 3位90.0mm (1931年

7月4日），第4位83.4mm (1941年9月6日），第

5位78.0mm (1953年7月26日）であって， 7月，

8月， 9月に降雨強度の大きい雨に見舞われてい

る．

また，湧別川中流域の遠軽観測所の資料

(1922-1966年）によ って各年最大日雨量をみる

と，月別の出現回数は 5月 1回， 6月2回， 7月

8回， 8月13回， 9月20回， 10月1回である． 7 
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月から 9月までに41回発生していて，全年に占め

る割合は91％となっている（第 2表）．次に各年の

最大日雨量をみると，第 1位：140.0mm (1922年 8月

25日），第 2位91.5mm (1953年 9月26日），第 3位

89. 0mm (1958年 9月27日），第 4位82.0mm (1941年

9月6日），第 5位77.5mm(1962年8月3日）であ

る．各年最大日雨量の記録の中から第 1位から第

5位をみると，中湧別観測所の場合と同様に 8月

と9月に出現しているが， 7月の最大日雨量52.7

mm (1951年 7月12日）は第13位に順位づけられる．

なお，遠軽と中湧別における最大日雨量の第 1

位と第4位は，それぞれ1922年 8月25日と1941年

9月6日の台風に起因しているが，第 2位，第 3

位，第 5位は両地域において異なった時期に発生

した豪雨に起因している．

4.原因別降水

上述した中湧別と遠軽における各年最大雨量を

もたらした原因は，北海道気象災害年表（北海道

産業気象協会： 1953)によると次の通りである．

中湧別では台風8回，不連続線3回，大陸旋風l

回，不明16回である．遠軽では台風4回，不連続

線3回，豪雨と記されたもの 3回，不明18回とな

っている．

北海道気象災害年表は1950年までの災害を対象

に記緑したものであるので，北海道オホーツク海

沿岸の気象災害 （洪水）を原因別に検討する場合

には充分な資料であるとはいえない．そこで日降

水量100mm以上を豪雨と定めて， 1953より1977年ま

での25年間の資料を基に解析した松本 (1985)に

よると以下の通りである．松本は豪雨の発生頻度，

豪雨発生原因などを考察して豪雨発生からみた気

候区分を行っている．この気候区分は山地の地形

を考慮に入れて定められているが，オホーツク海

沿岸地域は豪雨出現頻度が1年に0,0.1, 0. 2回程

度の豪雨少発生地域に属しており，網走川下流域，

常呂川中下流域は25年間全く豪雨のみられない地

域となっている．また，豪雨発生原因の地域的分

布をみると温帯低気圧による地域が広くなってい

るが，網走川上流域や常呂川上流域では熱帯低気

圧に，湧別川上流域では前線に，渚滑川流域では

第3表 網走川水系本郷観測所各年最大流餓

順位 観測年月日 最大流罷 {m'/s)

1 1961年4月6日 ・ 551 I 

2 57 5 22 441 54 

3 64 8 28 367 4 

4 63 4 20 314 9 

5 60 4 21 314.63 

6 58 9 20 255 26 

7 53 9 26 156 9 

8 56 8 19 156 8 ， 59 4 6 144. 35 

10 62 4 12 139 00 

11 66 5 13 123 4 

12 55 9 8 118 9 

13 54 9 8 67.3 

熱帯低気圧に，それぞれ起因している．そして降

水原因の分布に対応して豪雨出現最頻月が分布し

ていて，温帯低気圧は 9月に，熱帯低気圧は 8月

に，前線は 7月に，それぞれ一致している．

中湧別と遠軽における45年間の各年最大日雨量

の月別発生回数が松本の指摘するように降水原因

の分布に対応しているとみるならば，両地域にお

ける原因別の降水は温帯低気圧，熱帯低気圧，前

線の順になる．

5.最深積雪量

北海道オホーツク海沿岸地域における梢雪の深

さは年によって甚しく異なっているが最深積雪

量唸みると，網走51.9cm,滝ノ上273cm,白滝150

cm,津別120cm, 置戸128cmである．積雪量が最深

になる時期は，網走3月，滝ノ上2月，白滝4月，

津別 3月，置戸 3月である．最深積雪量の地理的

分布をみると沿岸部では100cm以下であるが，内陸

の山間部では100-150cmの地域が広く ，滝ノ上周

辺では250-300cmにも達している．最深積雪量は

北陸地方には及ばないが積雪期間は同地方に比較

してかなり長くなっていて，融雪の始まりも北陸

地方より20日ばかり遅れている．網走の根雪の初

日は12月5日，終日は 4月13日であるが，内陸の

山間部では11月初旬から 5月中旬まで積雪がみら

れる．
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第4表 常呂川水系北見観測所各年最大流罷

順位 観測年月日 最大流屈 (m'/s)

I 1958年9月28日 502.50 

2 62 8 4 490 47 

3 63 4 16 360 55 

4 57 5 22 279.25 

5 55 9 8 270 49 

6 54 8 20 266 4 

7 56 8 19 261.35 

8 60 7 10 251 0 ， 61 9 19 153.1 

10 64 8 27 95 14 

第5表 湧別川水系開盛観測所各年最大流量

順位 観測年月日 最大流旦 (m'/s)

1 1975年4月30日 901. 38 

2 71 11 1 793.77 

3 79 10 20 506.41 

4 73 4 21 416.78 

5 74 4 22 260.48 

6 72 4 17 258.17 

7 78 5 2 212.19 

8 77 5 12 210 48 ， 80 5 14 184.68 

10 76 4 24 116 11 

III 洪水の性格

1.各年最大流量

網走川流域における各年最大流量によ って洪水

の性格をみると次の通りである．第3表は1953~

1967年における本郷観測所の資料を示すものであ

る．最大流量の月別出現回数をみると， 4月5回，

5月2回， 8月2回， 9月4回で， 4月と 5月の

融雪洪水が7回， 8月と 9月の夏の強雨による洪

水が6回である．融雪洪水の最大流量は551.lm'/ 

S で，これを規模別にみると 500m•/s 以上 1 回，

400-500mヅs1 回， 300-400m•/s 2回， 100-200

而／s3回となる．これに対して夏の強雨による洪

水の最大流量の第1位は367.4m'/sで，規模別にみ

ると 300-400m•/ s 1 回， 200-300m•/s 1回，

100-200m'/s 3 回， lOOm•/s 以下 1 回となる ． 夏の

洪水による最大流量と融雪洪水による最大流量を

併せて順位をつければ，第 1位，第 2位，第 4位，

第6表 渚滑川水系上渚滑観測所各年最大流量

顧位 観測年月日 最大流屈 (m'/s)

1 1971年11月1日 764 99 

2 75 8 24 700.89 

3 73 4 23 593.75 

4 72 5 31 577.91 

5 79 10 20 507 88 

6 77 4 15 338 88 

7 74 4 27 278.22 

8 78 5 2 270 31 ， 80 4 21 202 08 

10 76 4 16 173 50 

第5位，第9位，第10位がそれぞれ融雪洪水に起

因している．夏の洪水は第 3位，第 6位，第 7位，

第8位となる．

また，常呂川流域における北見観測所の観測資

料2>(1954-1964年）によ って各年最大流量をみる

と第 4表の通りである．各年最大流量の発生期日

を月別にみると， 4月1回， 5月1回， 7月1回，

8月4回， 9月3回となり，融雪洪水が2回， 夏

の強雨による洪水が8回となっている．各年最大

流量の第 1位，第 2位および第 5位以下はいずれ

も夏の強雨に起因しているが，第 3位と第 4位は

ともに融雪洪水を反映している．常呂川流域にお

いても融雪洪水時の各年最大流量は360.55m•/s と

279.25m'/sに達している．

湧別川流域における開盛観測所の各年最大流量

は第 5表の通りである．これをみると各年最大流

量の月別発生回数は 4月5回， 5月3回， 10月1

回， 11月1回となり，融雪洪水が8回，夏と秋の

洪水がそれぞれ 1回となる．各年最大流量の第 2

位と第3位は夏と秋の洪水に起因しているが，第

1位と第 4位以下はいずれも融雪洪水を反映して

いる．湧別川流域における各年最大流最の第 1位：

に順位づけられる901.38m•/s は融雪洪水に起因し

ている．規模別にみると900m'/s以上1回，700-900

而／s1 回， 400-700m•/s 2回， 200-400m'/s4 

回， 100-200m'/s2回となる．

渚滑川流域における渚滑観測所の各年最大流量

を第 6表にみると，月別発生回数は 4月5回， 5 

月2回， 8月， 10月， 11月が各 1回となる．融雪
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第7表 46年間各年最高水位月別発生表 （中湧別）

＼ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 計

総 数 ， 3 1 2 11 16 1 3 46 

10 m 以 上

゜゜゜゜
1 

゜゜゜
l 

9 76 -10.00 

゜゜゜゜゜
1 

゜゜
1 

9 51 - 9 75 

゜゜゜゜
1 1 

゜゜
2 

9 26 - 9 50 1 

゜゜゜
1 

゜゜゜
2 

9 01 - 9 25 

゜゜゜
I 2 2 

゜゜
5 

8 76 - 9 00 

゜゜゜゜
3 5 I 1 10 

8 51 - 8 75 5 1 

゜゜
2 3 

゜
1 12 

8 26 - 8 50 1 I 

゜゜゜
2 

゜゜
4 

8 01 - 8 25 1 

゜゜
1 

゜
2 

゜
1 5 

7 76 - 8 00 1 I 

゜゜
1 

゜゜゜
3 

7.50 - 7 75 

゜゜
1 

゜゜゜゜゜
1 

最 大 値 10 12m (1922年 8月25日）

注 I)涵水標の甚浄面は束京湾中等清1位である．

洪水が7回， 夏の洪水1回，秋の洪水が2回とな

る．ここでは第 1位と第 5位が秋の洪水，第 2位

が夏の洪水を反映しているか，第3位，第 4位と

第6位以下の各年最大流量はいずれも融雪洪水に

起因している．規模別にみると， 700m'/s以上が2

回，500-700mゾSが3回， 100~200mゾSが 1回と

なる．なお，河川別の既往出水の記緑をみると，

その第 1位は1922年8月25日の台風洪水に起因し

ており，最大流量は1,049-1, 340m•/s に達してい

る（日本河川協会： 1984)．第2位は常呂川と湧別

川では夏の洪水時にみられ，最大流量は662-1,144

而／sである．渚滑川では秋の洪水時に，網走川で

は融雪洪水時にそれぞれ発現している．第 3位は

湧別川と網走川では融雪洪水時にそれぞれ901.38

m’/sと374m'/sの出水が行なわれている．常呂川と

渚滑川ではともに夏の洪水時に出現していて，最

大流量はそれぞれ613m• /s である ．

2.各年最高水位

湧別川流域における中湧別測水所の観測資料

(1922-1967年）によ って各年最高水位をみると第

7表の通りである．各年最高水位の出現期日を月

別にみると， 4月9回， 5月3回， 6月1回， 7 

月2回， 8月11回， 9月16回， 10月1回， 11月 3

回となる． 出現回数の総数46回の中で7月， 8月，

9月の夏の洪水が29回(63%),4月と 5月の融雪

洪水が各12回 (26%)である．各年最高水位の記

録の中より第 1位から第10位までをみると次の通

りである．第1位10.12m(1922年8月25日），第2

位9.88m(1932年9月7日），第 3位9.70m (1941 

年 9月6日），第4位9.53m (1939年 8月16日と

1940年 4月28日），第 6位9.40m(1935年 8月29

日），第7位9.15m(l930年 9月4日），第 8位9.10

m (1929年 8月18日と1936年 7月29日）で，第10位

は9.OOm (1938年10月7日）である．これらの観測

資料では第 5位が融雪洪水に起因するものである

が，その他はいずれも夏の強雨に起因している．

各年最高水位を規模別にみると，8.51-8.75ml2 

回， 8.76-9.00mが10回であって，総数に占める

割合はそれぞれが26.1%, 21. 7％である．これに

次いでは9.0l-9.25mと8.0l-8.25mが各5回現

われそれぞれ10.9％となっている．8.51-9.25mの

水位が全体の58.7% を占めている．なお，

9.26-10.00m以上の水位が6回も発現している．

既往最高水位は10.12mであって，1922年 8月25日

の台風に伴う洪水時に発生している．

次に遠軽測水所の観測資料3>(1922-1967年）に

よって各年最嵩水位の出現回数を月別にみると，

4月5回， 5月7回， 6月 1回， 7月5回， 8月

8回， 9月13回，10月1回，11月3回である （第

8表）．出現回数44回の中で7月， 8月，9月の夏

の洪水が27回(61%),4月と5月の融雪洪水が12
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第8表 44年間各年最高水位月別発生表（遠軽）

＼ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 計

総 数 5 7 1 5 ， 13 1 3 44 

80 40 m 以 上

゜゜゜゜
2 1 

゜゜
3 

80.20 -80 39 

゜
1 

゜゜゜゜゜゜
1 

80 01 -80 19 

゜゜゜゜゜゜゜
1 1 

79 81 -80.00 

゜
2 

゜
2 

゜
1 

゜゜
5 

79 61 -79.80 3 

゜゜
I 6 4 1 

゜
15 

79 40 -79. 60 

゜
2 

゜゜゜
2 

゜
l 5 

79.20 -79.39 1 2 I 2 

゜
5 

゜゜
11 

79. 00 -79.19 

゜゜゜゜
1 

゜゜゜
1 

78. 99 m 以下 1 

゜゜゜゜゜゜
1 2 

最 大 値 82. 20 m (1922年8月25日）

注1)1932年． 1933年は知IIll.

2 ) 姑水t製の ），け準 ihiは東京湾中等i~I位である ．

回 (27%）となっている．各年最高水位の中で，

第1位より第10位までに順位づけられるものを挙

げると次の通りである．第 1伎82.20m (1922年8

月25日），第 2位81.OOm (1941年9月6日），第3

位80.50m (1962年8月 4日），第4位80.20m (1974 

年 5月19日），第 5位80.15m(1944年11月8日），

第6位80.OOm (1957年 5月22日），第 7位79.95m

(1939年 5月23日と1958年 9月28日），第 9位79.90

m (1946年 7月22日），第10位79.87m(1936年7月

30日）である．

各年最裔水位の規模をみると，最多出現規模は

79.61-79.80mが15回 (34%）で， これに次いで

79.20-79.39mが11回 (25回）となっている．

79. 81-80.00mと79.40-79.60mが各 5回 (11.4 

％）であるので， 79.20-80.00mの水位が36回現

われ総数の81.9％を占めている．80.01-82. 20mの

水位が5回記録されていて，既往最高水位の82.20

mは中湧別と同じ洪水時に発現している．

遠軽では各年最高水位の記録の中で，第 4位，

第6位，第7位が融雪洪水に起因している．その

他はいずれも夏の洪水を反映するものであるが，

第5位の水位か11月に発生している．内陸の山間

部に位置する遠軽では融雪洪水の出現する割合が

やや高くなるとともに，各年最高水位の記録の中

に第10位までに順位づけられる水位が3回あって，

山間部では融雪洪水に見舞われやすくなっている．

3.年流出率

次に洪水に伴う水文特性に影響を与える年流出

率を対象にして網走川，常呂川と湧別川，渚滑川

の間の地域差について述べる． 1961-1965年の 5

年間の年流出率の平均は網走川56.9%，常呂川

45.8%，湧別川94.8%，渚滑川82.2％であり，前

二者と後二者の間において地域差がみられる （日

本河川協会 ：1984)．流域の構成岩石をみると前二

者の流域には第四紀（後期更新世と完新世）の火

山活動に起因する石英安山岩および流紋岩などの

火山岩や第四紀の火山砕屑堆積物が堆積している

が，後二者の流域ではこれらの堆積は殆んどみら

れない（一色他： 1968, 山田他： 1963)．構成岩石

や火山砕屑堆積物の浸透性が年流出率に地域差を

もたらしているようにもみえるが， これについて

は今後の課題としたい．

なお同様な地質岩石や火山砕屑堆積物，降下火

山砕屑物が広域にわた って堆積している釧路川の

年流出率は34.3％である．北見山地の南東部を占

めていて千島火山帯に属する火山活動の影響を受

けている網走川，常呂川流域と，火山活動の影響

の少ない湧別川，渚滑川流域では年流出率に相違

が認められる．

4.台風に伴う洪水

原因別降水，各年最大流量，各年最高水位の記

録に示されるように，台風に伴う洪水は河川によ

-13-
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って相違している．しかしながら台風に伴う洪水

は出現回数や規模においてオホーツク海沿岸地域

における洪水の中では重要な地位を占めている．

ここでは台風に伴う洪水の出水状況を知るために，

1979年10月20日の台風20号に起因する洪水の遠軽

における流量曲線を示すと第 1図の通りである．

本図をみると流量は10月19日22時から急激に増

加して20日3時には209.79m•/s となり ，同日の 5

時には最大流量である 275.44m•/s に達している ．

そして，この間の 8 時間に流量は227.27m•/s 増加

している．peak流量に到達した後は徐々に減少し

て10 月 21 日 16時から 19時までは97.16m•/s を示して

いるが，ここではわずかに増加して21日23時， 24

時には107.33m•/s とな っている ． 24時以降は緩や

かな curveで滅水を続け， 10月24日24時における

流量は42.74m•/s となっている．

流量曲線に示される peak流量に到達するまでが

8時間であることより， 出水が急激に行われてい

ることが知られる．北海道北東部に位置していて

わが国の最寡雨地域であるオホーツク海沿岸にお

いても，既往出水の第 1位は台風に伴う洪水であ

1988年

って，融雪洪水に比較して規模が大きく出水が急

激であることより，土砂礫の生産や流出に与える

影響の大きいことを示唆している．因みに各河川

の河況係数 (1971~ 1980年における河況係数の平

均値）は次の如くである．網走川 （美幌）では

152. 7, 常呂川 （北見）では80.5,湧別川 （開盛）

では78.4, 渚滑川 （上渚滑）では120.0であって，

網走川，渚滑川にやや大きく常呂川，湧別川では

小さくなってほぼ同じ値を示している．オホーツ

ク海沿岸地域においても，台風や夏の強雨に伴う

最大流量が河況係数に影響を与えている．

5.融雪に伴う洪水

融雪洪水にみられるように河川の流量の変化は

流域における気候を反映している．そこで河川の

月平均流量 (1979~1981年）の変化によ って増水

の季節をみると第 2図の通りである．本地域にお

ける河川の増水は 4月と 5月， 10月と11月，およ

び8月にそれぞれ発生している．最大の増水期は

常呂川，網走川では 4月に渚滑川，湧別川では 5

月にそれぞれみられる． これに次ぐ増水期は渚滑

川，常呂川，網走川では10月であるが，湧別川，

常呂川では 8月も増水期となっている．顕著な増

水を示す 4月の流量をみると，湧別川71.7m•/s，渚

滑川 79.2m•/s, 常呂川 49.8m•/s, 網走川 38. 3m•/ s 

であ っ て，前二者において月平均流量が70m•/s を

越えている．また， 5月においても常呂川では42.0

而／s,網走川では29.5mゾSの流量がみられ増水が

継続していることが知られる．これに対して，湧

別川では87.9m•/s, 渚滑川では79.3m'/s の値を示

していて， 4月よりかえって流量が増加している．

オホーツク海沿岸地域における河川の月平均流

量の変化をみると，融雪期が最高となり冬季に最

低となっている．また，第2の増水期である10月

および8月の月平均流量は，秋や夏の降水を反映

している．この第 1と第 2のpeakの差は湧別川で

は48.6m•/s, 渚滑川では45. Om•/s, 網走川では17.7

而／s,常呂川では21.6mゾSであって，前二者の流

域において多雪の影響が大きくなっている．なお，

融雪水を主とする流量は安定性が大きい．各流域

における豊水量をみると網走川 （本郷）（1979~1981

-14-
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第 2図 第 3図
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年）では 17.54m•/s, 常呂川 （北見） （1954-1981年）

では26.73m• /s, 湧別川 （開盛） （1954-1981年）で

は37.78m•/s，渚滑川（上渚滑） （1955-1981年）で

は32.56m•/s である．この豊水量を比流量 (m•/s:

100畑）にみると，網走川では1.57, 常呂川では

1. 92,湧別川では2.69, 渚滑川では3.10であって，

常呂川，網走川流域よりも，湧別川，渚滑川流域

に多くなっている．後二者における多雪の影響は

豊水量にも反映している．これは1961-1970年の

融雪期 (4~ 5月）の高水流量において， 1969年

の渚滑川を除いてはいずれも網走川，常呂川に比

較して湧別川，渚滑川に大きな値が出現している

現象 （北海道開発調整部： 1974)とも符合してい

る．

上述のように本地域における融雪に起因する流

況を知ることができたが， 1979年の融雪洪水を対

象にして網走川の流況曲線（大曲）を示すと第 3

図の通りである．これをみると 4月1日の24.21m3/

s から急激に増加して 4 月 11 日には68.02m•/s とな

り，第 1のpeakを形成している． 4月11日以降は

徐々に減少して 4月20日，21日には48.54m•/s とな

るが，ここで再び増加して 4月27日には61.43mゾ

Sとなっている． 4月30日には57.22m'/sまで減少

して再び流量の増加をみた後は，徐々に減少して

5 月 26 日には 32.56m•/s となるが， 5 月 18 日には若

干の流量の増加がみられている．融雪流量の変化

は流域における気温の変化や降水量と密接な関係

流

量

（
吋
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4
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月

をもっているが， 1979年の台風20号に伴う洪水の

peak流量に比較して少なく，水位変化は緩慢であ

る反面，出水が長期間に及び洪水波の継続時間が

長くなっている．

このような融雪洪水にみられる出水は，洪水に

伴なう土砂流出において，台風に伴う洪水と比較

して異なっている．冬の北海道における重要な環

境要素の 1つである最寒月の最低気温をオホーツ

ク海沿岸地域にみると，最寒月は網走，紋別，滝

ノ上，遠軽，下湧別，留辺薬，置戸，常呂では 2

月，津別と美幌では 3月である．最寒月の最低気

温の分布をみると，沿岸部ではー11.5~-14.5℃,

山間の盆地ではー15.7--17.3℃となり，沿岸部

と内陸部の差が目立つとともに，山間の盆地（留

辺薬，美幌，置戸，遠軽）が低温となっている．

さらに 0℃以下の日平均気温を 1年間積算した

積算寒度は，沿岸部では600-800度日，内陸部で

は900度日の地域が広くなっている．殊に常呂川流
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域の置戸，北見，留辺葉の周辺か1,000度日を超え

ている（田渕： 1970)．網走川，常呂川，湧別川，

渚滑川の上中流域の山地は， オホーツク海沿岸地

域では積算寒度の大きい地域となっている． これ

ら冬季の環境要素の特性を考慮すると，オホーツ

ク海沿岸地域では土壌の凍結が行なわれ，春季に

地表より徐々に融解が発生して行く過程において，

下層の凍結している部分が不透水層の役割を果し

て，融解水によって飽和した土層かわずかの傾余斗

でも泥流状となって流出する現象がみられる．山

地や台地におけるかかる土壌侵食が融雪洪水の流

送する細粒物質の供給源となっているのである．

6.河口閉塞に伴う洪水

河口閉塞に伴う洪水は地形条件と関連して発生

しているが， オホーツク海沿岸地域におけるもの

は本）小1にみられる現象と比較して河口閉塞の誘因

や洪水の発生時期を異にしている．本地域におい

て河口閉塞に伴う洪水の発生しやすい地域の 1つ

は渚滑川の下流平野である（第 4図）．この平野は

沖積平野面が直接海に臨むことな〈，渚滑川の河

ロ付近では海岸砂丘が発達している．右岸側には

2列の海岸砂丘があって，内陸側の砂丘列の標高

は2.5-lOmであるか，紋別市街地に近接するほど

標高を増加している．海岸側の砂丘列は2.5mと5

mの両等高線の形状によって表現され，両砂丘列

の間には堤間低地が形成されている．左岸側の海

岸砂丘は 1列数えられるのみであって，その標高

は2.5-5 mである．

急流性で主として砂礫を流送する渚滑川は，網

状流路を形成して平野面に顕著な蛇行流路跡を留

めている．右岸では2.5m等高線の配列によって表

現される低地は，旧流路に沿って河口より 2.8km上

流付近まで蛇行して配列するが， 旧流路に接する

谷底平野は中外l状の高まりを形成している．そし

て，海岸砂丘と台地，山地に囲饒された2.5m以下

の谷底平野が最も低平な地域となっている．左岸

では川向付近より渚滑左岸樋門付近まで蛇行する

旧分流路がみられるが，2.5m等高線によって表現

される低地の一部がこの旧分流路に沿って国鉄名

寄本線の鉄道線路付近まで連なっている．2.5m以

下の低地は全体として北西～南東方向に配列して

いて，オムサロ台竪穴群の立地する台地と海岸砂

丘との間に，三角州性の谷底平野を形成している．

この2.5m以下の谷底平野は最も低平な地域であっ

て，平野の形成過程において扇状地性平野と海岸

砂丘との間に潟湖が形成されていたことを示唆す

る地形である．右岸のオムサロ原生花園の一部は

かかる低地に発達しているのである．

なお，渚滑川流域における災害史をみると，最

近では1962年 1月5日と1963年 1月9日に， オホ

ーツク海沿岸のシケによって渚滑川の下流部に河

口閉塞が発生している．そのため本流の洪水か氾

濫して両年次とも約 4畑にわた って浸水し，50戸

が被害を受けている．災害史には浸水地域や湛水

深，湛水期間などについての記載はないが，渚滑

川下流平野の地形に着目すると，上述した旧潟湖

と旧流路跡の低地の一部か浸水による被害を受け

たものとみることができる．

また，河口閉塞の誘因については発生時期が 1

月であること，およびシケに起因していることな

どより，冬季の低気圧の通過と関連することは明

らかである．守田 (1953) によれば，北海道では

1月において朝鮮半島北部，沿海州から日本海を

横断して津軽海峡を通り太平洋方面に進む低気圧

によって猛烈な暴強風が発生することが指摘され

ている．この低気圧に吹き込む風は北日本では西

風となり，北海道東方海上で最も強く吹き，真冬

では 3日～ 4日，長ければ 1週間にわたって吹走

することが特徴である．また，風速も 15-20m•/s に

達し，海上では1965年 1 月 9 日のように 40m•/s の

暴強風が吹き荒れることも知られている．近年に

おける 2回の渚滑川下流部の河口閉塞に伴う洪水

は，かかる冬の低気圧に起因する波高の大きな波

が海岸に来襲して沿岸漂砂によって河口が閉塞さ

れたことに基づくものである．

なお，この種の河口閉塞は佐呂間湖の湖口付近

においても過去には毎年のように発生していた．

佐呂間湖の古い湖口はトウフツ付近に形成されて

いたが，秋には沿岸流により砂が湖口を閉塞する

ために，融雪期の増水によって湖面が上昇し溢水

が湖口を自然に掘削するという状態がくり返され
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第4図沖積平野等高線図

ていた．そのため明治期の入植以来，毎年のよう

に人為的に掘削して湖面の低下に努めてきたが，

融雪洪水による湖岸平野の氾濫を防ぐ目的で，1929

年には湧別町三里浜に現在の湖口を開削している

（湊： 1951)．佐呂間湖の湖口付近では秋季から冬

季の低気圧の通過に伴う暴浪によって河口閉塞が

しばしば発生していたのであって， それが佐呂間

湖沿岸の湖岸平野における融雪洪水を助長してい

たことが知られる．

現在までのところ佐呂間湖沿岸の湖岸平野にお

ける過去の融雪洪水に起因する浸水地域を知る記

録は得られない．しかしながら本地域は，（ 1）湖

に注ぐ河川の下流域が沈水型山麓線を呈していて，

三角州性の埋積平野を形成していること，（2）埋

積平野上の河川の勾配が緩やかであること，およ

＼
 ゜ 1km 

こ□山地または台地

び(3)1911-1971年の2回にわたる水準測量の改

測成果に，ー47.4--89. 3mmの沈降運動4)が表現さ

れていること（市瀬： 1987) などより，洪水の発

生を促しやすい土地的要因が備わっていると考え

られる．従って本地域においては渚滑川下流域に

発生する河口閉塞に伴う洪水と比較して，浸水地

域が広範囲に及んだこと，および湛水が長期にわ

たって継続したこと，などが推測される．

上述したようにオホーツク海沿岸平野の河口閉

塞に伴う洪水の誘因は，冬季の低気圧による猛烈

な暴強風に起因している．そして洪水時には，（ 1)

河口付近における砂州の形成や沿岸漂砂の堆積に

よって流水の断面積が減少して河川水位が上昇し

氾濫が惹き起されること， （2）湛水が融雪期まで

継続して融雪洪水流の流入によりさらに助長され
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ること，などか知られる．本州太平洋沿岸の浜松

平野の太田川河口や静岡平野の大谷川河口付近に

発生する河口閉塞に伴う洪水の誘因が，台風時の

暴強風と降水に求められ，発生時期が8月～10月

であることと比較すると，河口閉塞に起因する洪

水の誘因において地域差がみられる （多田・市瀬：

1955). 

IV 結 論

オホーツク海沿岸地域における洪水について考

察を行ない，次に述べるような結論を得た．

1)オホーツク海沿岸地域に発生する洪水は，

夏の洪水と融雪に起因する洪水に分けられるが，

両者の出現回数や規模は河川流域によって相違し

ている．夏の洪水の中では台風に伴う洪水が最大

規模の出水をもたらしていて，各河川の既往最大

流量は1,049-l,340mゾSに達していて，網走川，

常呂川流域に規模が大きくなっている．融雪洪水

は湧別川，渚滑川流域において出現回数が多くな

っている．融雪洪水の既往最大流量は360.55-

901.38m'/sであって，湧別川，渚滑川流域に規模

が大きい．

2)台風洪水は融雪洪水に比較して peak流量

が多〈出水が急激となり，台風時の最大流量が河

況係数にも反映している．融雪洪水は水位変化が

緩慢である反面には出水が長期間に及び洪水波の

継続時間が長くなっている． また，冬季の最低気

温の分布とその継続期間によって土壌凍結が発生

するが，融解期における面状侵食に起因する細粒

物質が融雪洪水時の運搬物質の供給源となってい

る．

3)河川流域における気候を反映する月平均流

量の変化をみると，第 1の増水期は 4月および5

月の融雪期に，第 2の増水期は10月および8月の

秋季または夏季の降水をそれぞれ反映している．

第1と第 2の増水期における月平均流量の差異は

湧別川，渚滑川に大きく，網走川，常呂川に小さ

い．これは前二者の流域において多雪の影響が反

映しているためである．多雪の影響はまた豊水量

の比流量にも表現されていて，常呂川，網走川流

域よりも湧別川，渚滑川流域に多 〈なっている．

4) 1961-1965年における 5年間の年流出率の

平均値は網走川，常呂川流域に小さ 〈，湧別川，

渚滑川流域に大き 〈なっている．

5)融雪洪水の出現回数や規模，月平均流量，

豊水量（比流量），年流出率などに着目すると，湧

別川，渚滑川流域と網走川，常呂川流域の間に水

文現象において地域差が認められる．

6)渚滑川河口部の三角州性谷底平野と佐呂間

湖沿岸の埋積平野では，冬季の暴強風に起因する

沿岸漂砂によって河口閉塞が行なわれ， しばしば

洪水が発生してきた．後者の地域では河口閉塞に

よる洪水と融雪洪水が加わっていた．また，本地

域の河口閉塞は太平洋沿岸地域 （浜松平野，静岡

平野）に発生する河口閉塞に伴う洪水とは誘因を

異にしている．

本研究は文部省科学研究費総合研究(A)「寒冷地にお

ける平野の特性と形成機構に関する研究 （代表者 ・大

矢雅彦）」によ っている．御助言を賜わった東京都立大

学名誉教授矢沢大二先生，研究の機会を与えられた早

稲田大学大矢雅彦教授ならびに貴重な資料を提供され

た北海道開発局網走工事事務所に対して謝意を表する

次第である．

注記

1)統計期間各年の最深積雪値を平均したもの．

2) 1959年は欠測

3) 1932年と1933年はともに欠測．

4)網走 （交41)を不動とする．
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